
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和６年度申請用

様式１

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

7

AIの実践と社会への展開

データサイエンス数学基礎 統計学

教養デジタルテクノロジ

授業科目 授業科目

神奈川大学

共通教養データサイエンスプログラム　応用基礎レベル

データサイエンス数学基礎 統計学

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目

教養データサイエンス

授業科目

教養データサイエンス

教養デジタルテクノロジ

新規のプログラムとして申請

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

プログラムを構成する「教養データサイエンス」「教養デジタルテクノロジ」「AIの実践と社会への展開」及び「データサイエンス数学基礎 統計学」の計
４科目７単位を修得すること。
なお、令和６年度入学生は「データサイエンス数学基礎」の科目名が「統計学」となる。 令和７年度入学生からは「統計学」の科目名が「データサイエ
 ンス数学基礎」に変更となる。

大学等全体のプログラム

AIの実践と社会への展開

授業科目

授業科目

選択項目 選択項目授業科目

学部・学科によって、修了要件は相違しない

4

授業科目
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⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され

る。

・実世界で進む深層学習の応用と革新 （画像認識、自然言語処理、音声生成など）「教養データサイエンス」（８回目）
・ニューラルネットワークの原理「教養データサイエンス」（３回目）・「AIの実践と社会への展開」（３回目）
・ディープニューラルネットワーク（DNN）「AIの実践と社会への展開」（３回目）
・学習用データと学習済みモデル「AIの実践と社会への展開」（３回目）
・転移学習「AIの実践と社会への展開」（３回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート、アクティビティ図）「教養デジタルテクノロジ」（１２回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「教養デジタルテクノロジ」（１２回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「教養デジタルテクノロジ」（１・２・３回目）
・情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード「教養デジタルテクノロジ」（１・２回目）
・配列「教養デジタルテクノロジ」（１２回目）

・文字型、整数型、浮動小数点型「教養デジタルテクノロジ」（８回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「教養デジタルテクノロジ」（８回目）
・配列、関数、引数、戻り値「教養デジタルテクノロジ」（１２回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「教養デジタルテクノロジ」（９・１０回目）

・データ駆動型社会、Society 5.0「教養データサイエンス」（２回目）
・データサイエンス活用事例 （仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「教養データサイエン
ス」（８回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「教養データサイエンス」（８・１０回目）

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「教養データサイエンス」（９回目）・「AIの実践と社会への展開」（４回目）・「 統計学
データサイエンス数学基礎」（１１・１２・１３回目）
・分析目的の設定「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・データの収集、加工、分割/統合「AIの実践と社会への展開」（１・２回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「教養データサイエンス」（２回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「教養データサイエンス」（８回目）・「AIの実践と社会への展開」（１・２回目）
・ビッグデータ活用事例「教養データサイエンス」（８・１０回目）・「AIの実践と社会への展開」（１・２回目）
・人の行動ログデータ「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・コンピューターの構成、動作、性能「教養デジタルテクノロジ」（４・５・６回目）
・ネットワーク「教養デジタルテクノロジ」（１１回目）

・AIの歴史、エキスパートシステム「教養データサイエンス」（３回目）
・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「AIの実践と社会への展開」（３回目）
・フレーム問題「教養データサイエンス」（１３回目）
・人間の知的活動とAI技術（学習、認識、予測・判断、知識・言語、身体・運動）「AIの実践と社会への展開」（４・５回目）
・AI技術の活用領域の広がり（教育、芸術、流通、製造、金融、インフラ、公共、ヘルスケアなど）「教養データサイエンス」（８
回目）・「AIの実践と社会への展開」（４・５回目）

・AI倫理、AIの社会的受容性「教養データサイエンス」（１１回目）
・AI倫理「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「教養データサイエンス」（１１回目）・「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・AIに関する原則/ガイドライン、規制「教養データサイエンス」（１１回目）・「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性、AIの安全性「教養データサイエンス」（１１回目）・「AIの実践と社会への展開」
（６回目）

・実世界で進む機械学習の応用と発展展望 （需要予測、異常検知、商品推薦など）「教養データサイエンス」（８回目）・「AIの
実践と社会への展開」（４回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「AIの実践と社会への展開」（４回目）

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

授業に含まれている内容・要素 講義内容

・条件付き確率「教養データサイエンス」（５回目）
・順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率「データサイエンス数学基礎 統計学」（７回目）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「教養データサイエンス」（４回目）・「データサイエンス数学基礎 統計
 学」（３・４回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「教養データサイエンス」（５回目）・「データサイエンス数学基礎 統計学」（５・６回目）
・名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度「教養データサイエンス」（６回目）
・正規分布「教養データサイエンス」（４回目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「データサイエンス数学基礎 統計学」（８・９・１０回目）
・ベクトルと行列「データサイエンス数学基礎 統計学」（２回目）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「データサイエンス数学基礎 統計学」（２回目）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「データサイエンス数学基礎 統計学」（２回目）
・逆行列「データサイエンス数学基礎 統計学」（２回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「データサイエンス数学基礎 統計学」（１回目）
・関数の傾きと微分の関係、積分と面積の関数「データサイエンス数学基礎 統計学」（１回目）
・１変数関数の微分法、積分法「データサイエンス数学基礎 統計学」（１回目）
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3-5

3-10

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され

る。 ・AIの学習と推論、評価、再学習「AIの実践と社会への展開」（４・５回目）

データの収集処理並びに加工処理（データの欠損値処理、二次特徴量によるデータ拡充などのデータ前処理）、適切な機械学習アルゴリズムの選
択と実行、領域専門家による学習結果の評価というプロセスから成る、学習AI・データサイエンスのスパイラルモデル、及び推論AIを事務処理支援
と観光地立ち寄り推薦に応用でき、さらに、生成AIに関する原理、応用例とリスク対応に応用できる基礎力を身に付ける。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資
する実践の場を通じた
学習体験を行う学修項
目群。応用基礎コアの
なかでも特に重要な学
修項目群であり、「デー
タエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・実世界で進む生成AIの応用と革新（対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など）「教養データサイ
エンス」（１３回目）・「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・大規模言語モデル「教養データサイエンス」（１３回目）・「教養デジタルテクノロジ」（１４回目）
・基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの生成・氾濫など）「AIの実践と社会
への展開」（７回目）
・マルチモーダル（言語、画像、音声など）「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・プロンプトエンジニアリング「AIの実践と社会への展開」（３・６回目）
・ファインチューニング「AIの実践と社会への展開」（６回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「教養デジタルテクノロジ」（１・２・３回目）
・情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード「教養デジタルテクノロジ」（１・２回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「教養デジタルテクノロジ」（８回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「教養デジタルテクノロジ」（８回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「教養デジタルテクノロジ」（９・１０回目）

・コンピューターの構成、動作、性能「教養デジタルテクノロジ」（４・５・６回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・分析目的の設定「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・データの収集、加工、分割/統合「AIの実践と社会への展開」（１・２回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「AIの実践と社会への展開」（１・２回目）
・ビッグデータ活用事例「AIの実践と社会への展開」（１・２回目）
・人の行動ログデータ「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・人間の知的活動とAI技術（学習、認識、予測・判断、知識・言語、身体・運動）「AIの実践と社会への展開」（４・５回目）
・AI技術の活用領域の広がり（教育、芸術、流通、製造、金融、インフラ、公共、ヘルスケアなど）「AIの実践と社会への展開」
（４・５回目）
・AI倫理「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・AIに関する原則/ガイドライン、規制「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性、AIの安全性「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展展望 （需要予測、異常検知、商品推薦など）「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・ニューラルネットワークの原理「AIの実践と社会への展開」（３回目）
・実世界で進む生成AIの応用と革新（対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など）「AIの実践と社
会への展開」（６回目）
・大規模言語モデル「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの生成・氾濫など）「AIの実践と社会
への展開」（６回目）
・プロンプトエンジニアリング「AIの実践と社会への展開」（３・６回目）
・AIの学習と推論、評価、再学習「AIの実践と社会への展開」（４・５回目）
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様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 12,248 人 女性 6,082 人 （ 合計 18,330 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

法学部 2,584 600 2,400 71 0 71 3%

経済学部 4,039 950 3,800 123 1 123 3%

経営学部 2,266 530 2,120 60 0 60 3%

外国語学部 1,538 350 1,400 16 0 16 1%

国際日本学部 1,295 300 1,200 16 0 16 1%

人間科学部 1,299 300 1,200 25 0 25 2%

理学部
※ 1,409 275 1,350 25 0 25 2%

工学部
※ 2,451 440 2,435 53 0 53 2%

建築学部
※ 623 200 600 5 0 5 1%

化学生命学部
※ 388 190 380 13 0 13 3%

情報学部
※ 438 200 400 38 2 38 10%

※年次進行中(学生募集停止学 0 #DIV/0!

　科を含む)の収容定員を記載 0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 18,330 4,335 17,285 445 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 445 3%

令和3年度 令和2年度 令和元年度 履修者数
合計 履修率

神奈川大学

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和６

学部・学科名称 学生数
入学
定員

収容
定員

令和6年度 令和5年度 令和4年度
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式３

大学等名

① 全学の教員数 501 人 （非常勤） 980 人

② プログラムの授業を教えている教員数 20 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

データサイエンス推進協議会代表・副学長

神奈川大学「データサイエンス推進協議会」設置要綱

　2019年６月に政府はＡＩ戦略2019を発表し、デジタル社会の「読み・書き・そろばん」である「数
理・データサイエンス・ＡＩ」の基礎などの必要な力を全ての国民が育むべきだとしている。数理・
データサイエンス・ＡＩに関する知識及び技術については、データサイエンスを取り巻く社会情勢の
中で、本学として当該分野の教育研究を急ぎ推進する必要性があるものと考える。また、本学の
魅力の一つとして学内外に継続的な発信を行うためにも、全学的に協議、推進する母体組織とし
て「データサイエンス推進協議会」を設置する。

データサイエンス推進協議会（申請時現在）
代表　秋吉 　政徳　（副学長 / 情報学部教授）
幹事　清水　雄輝   （共通教養教育センター副所長/工学部教授）
幹事　山崎　 友彰　（経営学部准教授）
　　　　新海 　浩之　（法学部教授）
　　　　兵頭　 　 昌　（経済学部教授）
　　　　加藤　 千博　（外国語学部教授）
　　　　坪井　 雅史　（国際日本学部教授）
　　　　高橋　    誠　（人間科学部准教授）
　　　　木原　 伸浩　（理学部長/理学部教授）
　　　　佐々木志剛　（工学部教授）
　　　　楊　　　暁雨　（建築学部特別助教）
　　　　岡本専太郎　（化学生命学部長/化学生命学部教授）
　　　　山口　 高平　（情報学部教授）
　　　　松澤　 和光　（情報学部特任教授）

神奈川大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

秋吉　政徳 データサイエンス推進協議会代表・副学長

データサイエンス推進協議会

秋吉　政徳
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 13%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 17,285

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

3% 7%

20% 25%

具体的な計画

　年次進行中の収容定員に対する履修率については、以下の履修者数の実績及び目標に基づく
ものとする。
　令和６年度　　 445名（実績）
　令和７年度　　 800名
　令和８年度　 1,000名
　令和９年度　 1,200名
　令和10年度  1,300名
　
　本プログラム対象科目のうち、「教養データサイエンス」「教養デジタルテクノロジ」の２科目にお
いては、令和６年度の履修者充足率（科目の履修定員に対する登録者数の割合）が約１００％と
なるなど、順調に履修者を確保できているが、令和７年度からはコマ数を増やすことで、履修制限
人数を緩和し、より多くの学生が履修できる体制を整えることとしている。
　一方、「AIの実践と社会への展開」「統計学」においては、履修者を増やす余地があると考えて
おり、文系の学生であっても楽しみながら学べる内容となるような授業内容にすることに加え、プ
ログラムが体系的なものであることを周知することで、履修者の多い前述の科目の履修者から誘
導することとしている。
　なお、令和６年度は「AIの実践と社会への展開」を夏季集中のみの開講としていたが、令和７年
度は夏季集中の開講に加え、前・後学期にも開講することで履修しやすい環境を整える。
　また、「統計学」は令和７年度から科目名称を「データサイエンス数学基礎」に変更し、数学を苦
手と感じる文系学部の学生にも受講しやすいよう配慮することとしている。
　さらに、本プログラムの学修の成果を可視化し、自身のキャリア等の証明として活用できるよう、
修了者に対する電子証明書「オープンバッジ（オープンバッジネットワーク財団）」の発行を予定し
ている。

　本プログラム対象科目は、いずれも全学対象の共通教養科目として各キャンパスで開講してい
る。数理・データサイエンス・AIの知識や技能をやみくもに展開するのではなく、適用可能な対象
問題を的確に見通し、その上で問題定義をして解決する能力を身に付けることを目的に、これら
を科学技術の専門に偏ることなくどの分野の学生にも分かりやすい授業内容として構成してい
る。
　また、本プログラム対象科目のうち「教養データサイエンス」「教養デジタルテクノロジ」「AIの実
践と社会への展開」の３科目については、各キャンパスでの対面授業に加え、遠隔授業による実
施形態を確保し、履修者が履修方法を時間割によって選択ができるよう考慮している。

　履修要覧や大学公式Ｗｅｂサイトにて本プログラムの目的、履修者の到達目標等の詳細を明示
している。また、履修要覧配付時に本プログラムの詳細を示したチラシを同封し、学生用ポータル
サイトを通じて周知もしている。
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⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

　「教養データサイエンス」及び「教養デジタルテクノロジ」では、文系・理系を問わず、科学技術に
関する予備知識や数理的科目の学習経験が無くても理解できる内容で授業を構成するとともに、
授業毎に前回の授業の振り返りのための時間を設けている。さらに、授業の動画、授業資料を学
内LMSに掲載し、何度でも授業内容の復習を可能にしている。
　「ＡＩの実践と社会への展開」では、ディープラーニングの実践、スポーツやスーパーマーケットに
おけるデータサイエンス適用事例、ChatGPTを有効利用するためのプロンプトエンジニアリングな
ど、社会におけるAI実践を具体例を通して説明し、文系理系問わず、関心を集めるようにしてい
る。
　また、授業担当教員によるヘルプデスクに加え、自習用のプログラミング問題を用意するなど、
単位修得に向けたサポート体制を整えることで、できる限り多くの履修者が科目の修得ができる
ような仕組みをつくっている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

　「教養データサイエンス」及び「教養デジタルテクノロジ」では、LMSにより授業内容の理解度・知
識定着度を確認する演習課題を実施し、及び自由記述を受け付けることで、履修者の細かな疑
問をも確認し、それを履修者全体と共有しながら丁寧に回答をしている。
「ＡＩの実践と社会への展開」では、授業中にディープラーニングとChatGPTを学生に実行してもら
い、実行中に生じた質問にその場で回答することにより、理解を深めるようにしている。
　また、授業担当者と履修者との交流を充実させるため、オフィスアワーを設置するほか、授業担
当者への相談を行うための連絡手段をシラバス上に明示することで、履修者が孤立せず、授業
担当者が質問対応や履修上の相談に対応できる体制については、本プログラム対象の全ての科
目で整備をしている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 神奈川大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 秋吉　政徳 （役職名） データサイエンス推進協議会代表・副学長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

自己点検・評価について

データサイエンス推進協議会　点検・評価ワーキンググループ

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

教務システムによりクラスごとの履修者数を把握できる。また、対面授業では出席管理システムにおいて、オンライン
授業では接続記録において、出席者数を把握し、最終的にはオンデンマンド受講者の視聴記録を加えることで各回の
出席者も把握できている。
　なお、2024年度におけるプログラム修得要件科目４科目の履修者数は以下のとおり。
　【教養データサイエンス】
　　 履修者数：2,586名（内訳：前学期1,236名、後学期1,350名）
　【教養デジタルテクノロジ】
　　 履修者数：1,598名（内訳：前学期799名、後学期799名）
　【AIの実践と社会への展開】
　　 履修者数：34名（内訳：夏季集中34名）
　　 ※「教養データサイエンス」の単位修得が履修要件のため、2024年度は後学期のみ開講
　【統計学】
　　 履修者数：777名（内訳：前学期497名、後学期280名）

学修成果

　「教養データサイエンス」「教養デジタルテクノロジ」では、LMSにより授業ごとに履修者への授業内容の理解度及び
知識定着度を確認する演習課題を実施し、また自由記述を受け付けることで、授業担当者、履修者双方で学修成果・
状況を確認しているが、その内容から一定の学修成果が窺える。
　さらにプログラムの修得要件科目の全てにおいて、授業の理解度や授業内容等の改善のための授業アンケートを毎
年度実施しており、学生の学修成果の可視化にも活用している。応用基礎レベルのため、数学的素養の有無により苦
労する学生もいたが、各科目において、概ね肯定的回答が得られており、数理・データサイエンス・AIを活用して課題を
解決するための実践的な能力を育成できていると考える。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

　「教養データサイエンス」では、毎年度実施する授業アンケートにおいて、授業の他の学生への推奨度と関連した設
問として「この授業の内容を十分に理解できましたか」があり、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した者が81.7％、「教
養デジタルテクノロジ」では、同設問への回答が65.4％、「ＡＩの実践と社会への展開」では、同設問への回答が100％、
「統計学」では、同設問への回答39.8％であった。
　上記で「ＡＩの実践と社会への展開」については、100％となっているが、2024年度のアンケート回答数が少ないことに
よるもののため、履修者数及び回答者数の増加に努めていく。
　また、「統計学」については、他の修得要件科目と比較して理解度が低い傾向となっているが、回答した学生の多くを
文系学部が占めていることから、数学に苦手意識を持つ学生であっても理解ができる授業となるよう改善を図ってい
く。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

　「教養データサイエンス」では、毎年度実施する授業アンケートにおいて、授業の他の学生への推奨度と関連した設
問として「この授業を履修して良かったと思いますか」があり、「とてもそう思う」「そう思う」と回答した者が88.6％、「教養
デジタルテクノロジ」では、同設問への回答が85.2％、「ＡＩの実践と社会への展開」では、同設問への回答が100％、
「統計学」では、同設問への回答が52.0％であったことから、応用基礎レベル全体を通して、後輩等他の学生への推奨
度は高くなるものと考える。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

　大学案内、ホームページ及び新入生配布用チラシなどリテラシーレベルと併せての周知に加え、毎年2,000名を超え
る履修者がいる「教養データサイエンス」から続けて履修するように誘導している。
　応用基礎レベルの初年度となる2024年度は、「教養データサイエンス」「教養デジタルテクノロジ」の２科目において
は、履修者充足率が約１００％となるなど、順調に履修者を確保できている一方、「AIの実践と社会への展開」「統計
学」においては、履修者を増やす余地があると考えている。
　2024年度は「AIの実践と社会への展開」を夏季集中のみの開講としていたが、2025年度は夏季集中の開講に加え、
前・後学期にも開講することで履修しやすい環境を整える。
　また、「統計学」は2025年度から科目名称を「データサイエンス数学基礎」に変更し、数学を苦手と感じる文系学部の
学生にも受講しやすいよう配慮することとしている。
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

　「教養デジタルテクノロジ」では、リテラシーレベルで学んだ数理・データサイエンス・AIの基礎知識を適用しようとする
際に必要となるデジタル技術とコンピュータを学ぶこととしているが、文系・理系を問わず、これからの時代を生きる人
間には最重要の知識・スキルであることを実感できる内容としている。
　より専門的な科目となる「ＡＩの実践と社会への展開」では、AI技術が電力や鉄道といった社会基盤から医療やエン
ターテイメントといった我々の日常生活基盤まで浸透し始めている中で、AI技術をやみくもに展開するのではなく、社会
のニーズに合った展開がますます必要となることを理解できる内容としている。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

　「教養デジタルテクノロジ」では、コンピュータに関する予備知識や数理的な素養が無くても理解できるよう身近な例を
用いた分かりやすい授業を実施している。さらに授業ごとに前回の授業内容を振り返る時間を設け知識の定着を促す
とともに、履修者のコメントを共有することで、他の履修者の疑問等からも自身の知識・理解度を客観的に知ることがで
き、自身の学修成果を把握する工夫の一つとなっている。さらに2025年度からはオリジナル教材を用いて授業を実施
することとしており、より一層分かりやすい授業となるよう工夫している。
　また「ＡＩの実践と社会への展開」においても、生成AI（ChatGPTなど）、サッカー戦術立案、バスケット分析（買い物か
ごに頻繁に現れる商品構成）など身近な例を用いて演習を実施することで、文系の学生であっても楽しみながら学べる
内容としている。
　今後については、最新技術を取り入れるとともに、授業アンケート等を参考に学生にとってより分かりやすい授業とな
るよう努めていく。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

　本プログラムは、2024度入学者から適用するものとして開設しているため、本プログラムを修了した卒業生はいない
が、今後、就職課が実施する「最終進路確認票（卒業生調査）」での回答結果から、本プログラム修了者の進路先を確
認し、進路先での活躍や評価を調査するための仕組みづくりを検討することになっている。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

　本プログラムは、2024年度入学者から適用するものとして開設しているため、産業界等の外部から評価を得られる段
階ではないが、今後は外部の大学評価委員による評価の機会を含めて提言を得るものとし、本プログラムの内容等の
改善に活かしていくことが望まれる。



�������������	��


���
	�����
�������������������������������
������
����������������  �������!"�
�#� ���



�������������	��


���
	�����
�������������������������������
������
����������������  �������!"�
�#� ���



�������������	��


���
	�����
�������������������������������
������
����������������  �������!"�
�#� $��



�������������	��


���
	�����
�������������������������������
������
����������������  �������!"�
�#� $��



�����
����	�
	���
����

������		�������������������������������� �	�!""����	����	#
�	#
�$

%%��
$ �$&'���(" �	�



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!!��� �� "#���$� ���



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!!��� �� "#���$� ���



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!!��� �� "#���$� %��



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!!��� �� "#���$� %��



�����

����	�
	���
����

������		������������������������������ �!�	�"##����	����	$
�	$
�%

&&���%!�%'(���)# �	�



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  ��!����"#�	
$� ���



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  ��!����"#�	
$� ���



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  ��!����"#�	
$� !��



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  ��!����"#�	
$� %��



�����

����	�
	�
��
��

�����
		����������������������������������	� !!����	����	"#�	"#�$##%%��&$��$'(���)! �	�



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  �������!"�	
#� ���



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  �������!"�	
#� ���



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  �������!"�	
#� $��



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  �������!"�	
#� $��



�����

����	�
	�
��
��

�����
		����������������������������������	� !!����	����	"#�	"#�$##%%���$��$&'���(! �	�



������������	
�	

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!!��� �� "#���$� ���



������������	
�	

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!!��� �� "#���$� ���



������������	
�	

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!!��� �� "#���$� %��



������������	
�	

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!!��� �� "#���$� %��



�����
����	�
	���
����

������		������������������������������ �!�	�"##����	����	$
�	$
�%

&&��
%!�%'(���)# �	�



��������������	


���
������
�������������������������������
������
�������	���	��		  ��!����"#�
�$� 	��



��������������	


���
������
�������������������������������
������
�������	���	��		  ��!����"#�
�$� ���



��������������	


���
������
�������������������������������
������
�������	���	��		  ��!����"#�
�$� %��



��������������	


���
������
�������������������������������
������
�������	���	��		  ��!����"#�
�$� %��



�����

����	�
	�
��
��

�����
		�������������������������������� �	�!""����	����	#��	#��$��%%��&$ �$'(���)" �	�



��������������	


���
������
�������������������������������
������
�������	���	��		  ��!����"#�
�$� 	��



��������������	


���
������
�������������������������������
������
�������	���	��		  ��!����"#�
�$� ���



��������������	


���
������
�������������������������������
������
�������	���	��		  ��!����"#�
�$� %��



��������������	


���
������
�������������������������������
������
�������	���	��		  ��!����"#�
�$� %��



�����

����	�
	�
��
��

�����
		�������������������������������� �	�!""����	����	#��	#��$��%%��&$ �$'(���)" �	�



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  �������!"�	
#� ���



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  �������!"�	
#� ���



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  �������!"�	
#� $��



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  �������!"�	
#� $��



�����

����	�
	�
��
��

�����
		����������������������������������	� !!����	����	"#�	"#�$##%%�#�$��$&'���(! �	�



�������������	�


���
�	�����������������������������������
���������������������� ��!!��� �� "#���$� ���



�������������	�


���
�	�����������������������������������
���������������������� ��!!��� �� "#���$� ���



�������������	�


���
�	�����������������������������������
���������������������� ��!!��� �� "#���$� %��



�������������	�


���
�	�����������������������������������
���������������������� ��!!��� �� "#���$� %��



�����
����	�
	���
����

������		������������������������������ �!�	�"##����	����	$

	$

%�
&&��
%!�%'(���)# �	�



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��""���!��!#$��
%� ���



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��""���!��!#$��
%� ���



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��""���!��!#$��
%� ���



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��""���!��!#$��
%� &��



�����

����	�
	���
����

������		���������������������� �������!�"�	�#$$����	����	%

	%

&�
''���&"�&()���*$ �	�



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  ��!����"#�	
$� ���



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  ��!����"#�	
$� ���



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  ��!����"#�	
$� !��



���������������

	

�����
���
�
�����������������
����������������������������������  ��!����"#�	
$� %��



�����

����	�
	�
��
��

�����
		����������������������������������	� !!����	����	"##	"##$�#%%��&$��$'(���)! �	�



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���� �� "#���$� ���



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���� �� "#���$� ���



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���� �� "#���$� %��



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���� �� "#���$� %��



�����
����	�
	���
��



������		������������������������������ �!�	�"##����	����	$
�	$
�%

&$��
%!�%'(���)# �	�



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���	 �� "#���$� ���



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���	 �� "#���$� ���



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���	 �� "#���$� %��



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���	 �� "#���$� %��



�����

����	�
	���
��
�

������		������������������������������ �!�	�"##����	����	$
�	$
�%

&$���%!�%'(���)# �	�



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���" �� #$���%� ���



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���" �� #$���%� ���



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���" �� #$���%� &��



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���" �� #$���%� "��



�����
����	�
	���
��
�

������		������������������������������ �!�	�"##����	����	$
�	$
�%

&$��'%!�%()���*# �	�



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���� �� "#���$� ���



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���� �� "#���$� ���



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���� �� "#���$� %��



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!���� �� "#���$� %��



�����

����	�
	���
��
�

������		������������������������������ �!�	�"##����	����	$
�	$
�%

&$���%!�%'(���)# �	�



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��" ���!��!#$��
%� ���



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��" ���!��!#$��
%� ���



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��" ���!��!#$��
%� ���



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��" ���!��!#$��
%� &��



�����
����	�
	���
��
�

������		���������������������� �������!�"�	�#$$����	����	%

	%

&�
'%��
&"�&()���*$ �	�



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��� �� #"���$� ��%



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��� �� #"���$� ��%



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��� �� #"���$� %�&



�����

����	�
	���
���


������		������������������������������ �!�	�"##����	����	$
�	$
�%

&'��
%!�%('���)# *	*



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��# �� $"���%� ��&



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��# �� $"���%� ��&



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��# �� $"���%� #�&



�����

����	�
	���
���


������		������������������������������ �!�	�"##����	����	$
�	$
�%

&'��(%!�%)'���*# +	+



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��"#���!��!$%��
&� ��'



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��"#���!��!$%��
&� ��'



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��"#���!��!$%��
&� ��'



�����

����	�
	���
����

������		���������������������� �������!�"�	�#$$����	����	%
�	%
�&

'(��
&"�&)*���+$ ,	,



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��� �� #$���%� ��&



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��� �� #$���%� ��&



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��� �� #$���%� &�'



�����

����	�
	���
���


������		������������������������������ �!�	�"##����	����	$
�	$
�%

&'���%!�%()���*# +	+



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��"#���!��!$%��
&� ���



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��"#���!��!$%��
&� ���



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��"#���!��!$%��
&� '��



�����

����	�
	���
����

������		���������������������� �������!�"�	�#$$����	����	%
�	%
�&

'(���&"�&)*���+$ �	�



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��# �� $%���&� ��#



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��# �� $%���&� ��#



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��# �� $%���&� '�#



�����

����	�
	���
���


������		������������������������������ �!�	�"##����	����	$
�	$
�%

&'��(%!�%)*���+# (	(



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��"#��$!��!%&��
'� ���



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��"#��$!��!%&��
'� ���



������������	
��

�

��
������
�
������������������������������������������ ��� ��!��"#��$!��!%&��
'� $��



�����

����	�
	���
����

������		���������������������� �������!�"�	�#$$����	����	%

	%

&�
'(��)&"�&*+���,$ �	�



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��# �� $%���&� ��#



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��# �� $%���&� ��#



������������	
��

���
�
�����������������������������������
���������������������� ��!"��# �� $%���&� '�#



�����

����	�
	���
����

������		������������������������������ �!�	�"##����	����	$

	$

%�
&'��(%!�%)*���+# (	(



① 外国語科目を除く共通教養科目

必修 選択 自由

初年次ゼミナール ＦＹＳ　 1 ２ 2単位

文章表現基礎演習 １・２・３・４ ２

教養データサイエンス １・２・３・４ ２

哲学 １・２・３・４ ２

倫理学　　　 １・２・３・４ ２

宗教学 １・２・３・４ ２

心理学 １・２・３・４ ２

文学　　　 １・２・３・４ ２

日本語学　　　 １・２・３・４ ２

言語学 １・２・３・４ ２

世界史 １・２・３・４ ２

日本史　　 １・２・３・４ ２

民俗学　 １・２・３・４ ２

考古学　　 １・２・３・４ ２

文化人類学　 １・２・３・４ ２

社会学 １・２・３・４ ２

人文地理学　　 １・２・３・４ ２

法学　　 １・２・３・４ ２

日本国憲法　　　 １・２・３・４ ２

政治学　 １・２・３・４ ２

グローバル世界のあり方 １・２・３・４ ２

経済学 １・２・３・４ ２

ジェンダー論 １・２・３・４ ２

経営学 １・２・３・４ ２

生涯学習論 １・２・３・４ ２

社会心理学 １・２・３・４ ２

◇日本事情 １・２・３・４ ２

基礎数学 １・２・３・４ ２

数学と倫理 １・２・３・４ ２

物理学の基礎 １・２・３・４ ２

物理学の展開 １・２・３・４ ２

化学の基礎 １・２・３・４ ２

化学の展開 １・２・３・４ ２

生物学の基礎 １・２・３・４ ２

生物と環境 １・２・３・４ ２

生命科学 １・２・３・４ ２

科学技術論 １・２・３・４ ２

体験型研修（自然の分野） １・２・３・４ ２

天文学 １・２・３・４ ２

データサイエンス数学基礎 １・２・３・４ ２

教養デジタルテクノロジ １・２・３・４ ２

AIの実践と社会への展開 １・２・３・４ 1

キャリアデザイン １・２・３・４ ２

ボランティア論 １・２・３・４ ２

アート＆デザイン １・２・３・４ ２

神奈川大学の歴史 １・２・３・４ ２

手話入門 １・２・３・４ ２

体験型研修（人間形成の分野） １・２・３・４ ２

健康科学とスポーツⅠ １・２・３・４ 1

健康科学とスポーツⅡ １・２・３・４ 1

生涯スポーツ １・２・３・４ 1

メンタルヘルス １・２・３・４ ２

体験型研修（スポーツ） １・２・３・４ ２

社会生活と健康 １・２・３・４ ２

社会と人間 １・２・３・４ ２

科学技術と社会 １・２・３・４ ２

世界の中の日本 １・２・３・４ ２

公共の新しいかたちをもとめて １・２・３・４ ２

観光とコミュニティ １・２・３・４ ２

社会生活とスポーツ １・２・３・４ ２

環境と社会 １・２・３・４ ２

科学の世界 １・２・３・４ ２

建築と都市 １・２・３・４ ２

テーマ演習 １・２・３・４ ２

◇印は外国人留学生（外国高等学校在学経験者[帰国生徒等]を含む。）を対象とした科目を示す

各学科の規定による

各学科の規定による

各学科の規定による

各学科の規定による

各学科の規定による

(1)　法学部・経済学部・経営学部・外国語学部・国際日本学部・人間科学部・理学部・工学部・建築学部・化学生命学部・情報学部　共通教養科目

別表第1（第7条関係）教育課程及び履修方法

卒業要件単位数

各学科の規定による

分
野
横
断
テ
ー

マ
科
目

現代社会と市民

授 業 科 目 の 名 称  授業を行う年次
単位数又は時間数

共
通
教
養
科
目

人文の分野

社会の分野

教養基礎演習

共
通
基
盤
科
目

人間形成の分野

自然の分野

fs111817vb
線

fs111817vb
線

fs111817vb
線

fs111817vb
線
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線

fs111817vb
線

fs111817vb
線
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線











取組概要

大学等名 神奈川大学

教育プログラム名 共通教養データサイエンスプログラム 応用基礎レベル

申請レベル 応用基礎レベル（大学等単位）

申請年度 令和 7 年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

データサイエンス推進協議
会は、学長直下の協議会組織
として、データサイエンスプ
ログラムの授業担当者や窓口
となる教員等で構成し、主に
プログラムの設計・維持・運
用・管理を行い、データサイ
エンスの教育研究を推進する。

〇プログラム制度設計

〇プログラム認可申請

〇プログラムの点検・評価
・授業内容
・授業方法
・理解度
・教育効果/学修成果
・シラバス
・履修者/修了者
・運営体制
・推奨

〇教材開発

〇研究プロジェクトの企画・
実践

〇研究会及び講演会等の開催

〇公表

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
推
進
協
議
会

共通教養教育センターは、全学の共通教養教育を円滑に運営し、各学部の連携及び
協力を図るとともに、教育の質の保証及び向上に取り組む。

共
通
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

身に付けられる能力

データの収集処理並びに加工処理（データの欠損
値処理、二次特徴量によるデータ拡充などのデータ
前処理）、適切な機械学習アルゴリズムの選択と実
行、領域専門家による学習結果の評価というプロセ
スから成る、学習AI・データサイエンスのスパイラ
ルモデル、及び推論AIを事務処理支援と観光地立ち
寄り推薦に応用でき、さらに、生成AIに関する原理、
応用例とリスク対応に応用できる基礎力を身に付け
る。

プログラムの修了要件

プログラム授業科目の「教養データサイエンス」
「教養デジタルテクノロジ」「AIの実践と社会への
展開」及び「データサイエンス数学基礎」の計４科
目７単位を修得

プログラムの授業科目

〇「教養データサイエンス」２単位
これからの時代を生きる人間に必須の

知識である数理・データサイエンス・AIに
ついて基本的な仕組みを理解するだけでな
く、ビッグデータをどう活用すれば人々の
役に立ち社会を変革していけるか、基礎と
なる考え方を学ぶ。

〇「教養デジタルテクノロジ」２単位
現代社会の全てを支えるデジタル技術に

ついて、特にコンピュータとプログラムを
中心にその基本的な仕組みを理解し、数
理・データサイエンス・AIを実際問題に応
用する際の基礎となる考え方を学ぶ。

〇「AIの実践と社会への展開」１単位
「AIの実践と社会への展開」の観点から

の具体的な事例をもとに、AIシステムで利
用するデータの点検、データに内在する問
題点の分析、AIシステムの利用効果と課題
について学ぶ。また、生成AIの原理と仕組
み、生成AIの利用方法とリスク対策につい
ても学ぶ。

〇「データサイエンス数学基礎」２単位
データサイエンスのための数学基礎とし

て、微分積分と線形代数の概要と統計学に
ついて学ぶ。特に統計学では、基礎概念か
ら始めて、データ処理、推定、検定につい
て、具体的な問題を題材にして実際的方法
を学ぶ。

プログラムの目的

本プログラムでは、「数理・データサイエンス・
AI」に関する知識・技能・問題解決力の醸成を目標
として、社会における実問題の分析やシステム構築
を担うことが可能となる人材を育成する。具体的に
は、公開データや実データを交えながら、AI・デー
タサイエンス・ロボット技術の適用可能性と課題に
ついて学修する。

連携



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和６年度申請用

様式１

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1 ○

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

選択項目 選択項目授業科目

学部・学科によって、修了要件は相違しない

4

授業科目

授業科目

授業科目

神奈川大学

共通教養データサイエンスプログラム　応用基礎レベル

 統計学データサイエンス数学基礎

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目

教養データサイエンス

授業科目

教養データサイエンス

教養デジタルテクノロジ

新規のプログラムとして申請

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

プログラムを構成する「教養データサイエンス」「教養デジタルテクノロジ」「AIの実践と社会への展開」及び「 統計学データサイエンス数学基礎」の計
４科目７単位を修得すること。
なお、 令和７年度入学生からは「統計学」の科目名が「データサイエンス数学基礎」に変更となる。令和６年度入学生は「データサイエンス数学基礎」
の科目名が「統計学」となる。

大学等全体のプログラム

AIの実践と社会への展開

7

AIの実践と社会への展開

 統計学データサイエンス数学基礎

教養デジタルテクノロジ

授業科目 授業科目

1



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和６年度申請用

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され

る。

・実世界で進む深層学習の応用と革新 （画像認識、自然言語処理、音声生成など）「教養データサイエンス」（８回目）
・ニューラルネットワークの原理「教養データサイエンス」（３回目）・「AIの実践と社会への展開」（３回目）
・ディープニューラルネットワーク（DNN）「AIの実践と社会への展開」（３回目）
・学習用データと学習済みモデル「AIの実践と社会への展開」（３回目）
・転移学習「AIの実践と社会への展開」（３回目）

・アルゴリズムの表現（フローチャート、アクティビティ図）「教養デジタルテクノロジ」（１２回目）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「教養デジタルテクノロジ」（１２回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「教養デジタルテクノロジ」（１・２・３回目）
・情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード「教養デジタルテクノロジ」（１・２回目）
・配列「教養デジタルテクノロジ」（１２回目）

・文字型、整数型、浮動小数点型「教養デジタルテクノロジ」（８回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「教養デジタルテクノロジ」（８回目）
・配列、関数、引数、戻り値「教養デジタルテクノロジ」（１２回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「教養デジタルテクノロジ」（９・１０回目）

・データ駆動型社会、Society 5.0「教養データサイエンス」（２回目）
・データサイエンス活用事例 （仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）「教養データサイエン
ス」（８回目）
・データを活用した新しいビジネスモデル「教養データサイエンス」（８・１０回目）

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「教養データサイエンス」（９回目）・「AIの実践と社会への展開」（４回目）・「 統計学
データサイエンス数学基礎」（１１・１２・１３回目）
・分析目的の設定「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・データの収集、加工、分割/統合「AIの実践と社会への展開」（１・２回目）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「教養データサイエンス」（２回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「教養データサイエンス」（８回目）・「AIの実践と社会への展開」（１・２回目）
・ビッグデータ活用事例「教養データサイエンス」（８・１０回目）・「AIの実践と社会への展開」（１・２回目）
・人の行動ログデータ「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・コンピューターの構成、動作、性能「教養デジタルテクノロジ」（４・５・６回目）
・ネットワーク「教養デジタルテクノロジ」（１１回目）

・AIの歴史、エキスパートシステム「教養データサイエンス」（３回目）
・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「AIの実践と社会への展開」（３回目）
・フレーム問題「教養データサイエンス」（１３回目）
・人間の知的活動とAI技術（学習、認識、予測・判断、知識・言語、身体・運動）「AIの実践と社会への展開」（４・５回目）
・AI技術の活用領域の広がり（教育、芸術、流通、製造、金融、インフラ、公共、ヘルスケアなど）「教養データサイエンス」（８
回目）・「AIの実践と社会への展開」（４・５回目）

・AI倫理、AIの社会的受容性「教養データサイエンス」（１１回目）
・AI倫理「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「教養データサイエンス」（１１回目）・「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・AIに関する原則/ガイドライン、規制「教養データサイエンス」（１１回目）・「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性、AIの安全性「教養データサイエンス」（１１回目）・「AIの実践と社会への展開」
（６回目）

・実世界で進む機械学習の応用と発展展望 （需要予測、異常検知、商品推薦など）「教養データサイエンス」（８回目）・「AIの
実践と社会への展開」（４回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「AIの実践と社会への展開」（４回目）

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

授業に含まれている内容・要素 講義内容

・条件付き確率「教養データサイエンス」（５回目）
・順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率「 統計学データサイエンス数学基礎」（７回目）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「教養データサイエンス」（４回目）・「 統計学データサイエンス数学基
礎」（３・４回目）
・相関係数、相関関係と因果関係「教養データサイエンス」（５回目）・「 統計学データサイエンス数学基礎」（５・６回目）
・名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度「教養データサイエンス」（６回目）
・正規分布「教養データサイエンス」（４回目）
・確率分布、正規分布、独立同一分布「 統計学データサイエンス数学基礎」（８・９・１０回目）
・ベクトルと行列「 統計学データサイエンス数学基礎」（２回目）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積「 統計学データサイエンス数学基礎」（２回目）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「 統計学データサイエンス数学基礎」（２回目）
・逆行列「 統計学データサイエンス数学基礎」（２回目）
・多項式関数、指数関数、対数関数「 統計学データサイエンス数学基礎」（１回目）
・関数の傾きと微分の関係、積分と面積の関数「 統計学データサイエンス数学基礎」（１回目）
・１変数関数の微分法、積分法「 統計学データサイエンス数学基礎」（１回目）

2



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和６年度申請用

3-5

3-10

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され

る。 ・AIの学習と推論、評価、再学習「AIの実践と社会への展開」（４・５回目）

データの収集処理並びに加工処理（データの欠損値処理、二次特徴量によるデータ拡充などのデータ前処理）、適切な機械学習アルゴリズムの選
択と実行、領域専門家による学習結果の評価というプロセスから成る、学習AI・データサイエンスのスパイラルモデル、及び推論AIを事務処理支援
と観光地立ち寄り推薦に応用でき、さらに、生成AIに関する原理、応用例とリスク対応に応用できる基礎力を身に付ける。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資
する実践の場を通じた
学習体験を行う学修項
目群。応用基礎コアの
なかでも特に重要な学
修項目群であり、「デー
タエンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・実世界で進む生成AIの応用と革新（対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など）「教養データサイ
エンス」（１３回目）・「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・大規模言語モデル「教養データサイエンス」（１３回目）・「教養デジタルテクノロジ」（１４回目）
・基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの生成・氾濫など）「AIの実践と社会
への展開」（７回目）
・マルチモーダル（言語、画像、音声など）「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・プロンプトエンジニアリング「AIの実践と社会への展開」（３・６回目）
・ファインチューニング「AIの実践と社会への展開」（６回目）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）「教養デジタルテクノロジ」（１・２・３回目）
・情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード「教養デジタルテクノロジ」（１・２回目）
・文字型、整数型、浮動小数点型「教養デジタルテクノロジ」（８回目）
・変数、代入、四則演算、論理演算「教養デジタルテクノロジ」（８回目）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「教養デジタルテクノロジ」（９・１０回目）

・コンピューターの構成、動作、性能「教養デジタルテクノロジ」（４・５・６回目）
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・分析目的の設定「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・データの収集、加工、分割/統合「AIの実践と社会への展開」（１・２回目）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「AIの実践と社会への展開」（１・２回目）
・ビッグデータ活用事例「AIの実践と社会への展開」（１・２回目）
・人の行動ログデータ「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・人間の知的活動とAI技術（学習、認識、予測・判断、知識・言語、身体・運動）「AIの実践と社会への展開」（４・５回目）
・AI技術の活用領域の広がり（教育、芸術、流通、製造、金融、インフラ、公共、ヘルスケアなど）「AIの実践と社会への展開」
（４・５回目）
・AI倫理「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・AIに関する原則/ガイドライン、規制「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性、AIの安全性「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・実世界で進む機械学習の応用と発展展望 （需要予測、異常検知、商品推薦など）「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「AIの実践と社会への展開」（４回目）
・ニューラルネットワークの原理「AIの実践と社会への展開」（３回目）
・実世界で進む生成AIの応用と革新（対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など）「AIの実践と社
会への展開」（６回目）
・大規模言語モデル「AIの実践と社会への展開」（６回目）
・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの生成・氾濫など）「AIの実践と社会
への展開」（６回目）
・プロンプトエンジニアリング「AIの実践と社会への展開」（３・６回目）
・AIの学習と推論、評価、再学習「AIの実践と社会への展開」（４・５回目）
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① 外国語科目を除く共通教養科目

必修 選択 自由

初年次ゼミナール ＦＹＳ　 1 ２ 2単位

文章表現基礎演習 １・２・３・４ ２

教養データサイエンス １・２・３・４ ２

哲学 １・２・３・４ ２

倫理学　　　 １・２・３・４ ２

宗教学 １・２・３・４ ２

心理学 １・２・３・４ ２

文学　　　 １・２・３・４ ２

日本語学　　　 １・２・３・４ ２

言語学 １・２・３・４ ２

世界史 １・２・３・４ ２

日本史　　 １・２・３・４ ２

民俗学　 １・２・３・４ ２

考古学　　 １・２・３・４ ２

文化人類学　 １・２・３・４ ２

社会学 １・２・３・４ ２

人文地理学　　 １・２・３・４ ２

法学　　 １・２・３・４ ２

日本国憲法　　　 １・２・３・４ ２

政治学　 １・２・３・４ ２

グローバル世界のあり方 １・２・３・４ ２

経済学 １・２・３・４ ２

ジェンダー論 １・２・３・４ ２

経営学 １・２・３・４ ２

生涯学習論 １・２・３・４ ２

社会心理学 １・２・３・４ ２

◇日本事情 １・２・３・４ ２

基礎数学 １・２・３・４ ２

数学と倫理 １・２・３・４ ２

物理学の基礎 １・２・３・４ ２

物理学の展開 １・２・３・４ ２

化学の基礎 １・２・３・４ ２

化学の展開 １・２・３・４ ２

生物学の基礎 １・２・３・４ ２

生物と環境 １・２・３・４ ２

生命科学 １・２・３・４ ２

科学技術論 １・２・３・４ ２

体験型研修（自然の分野） １・２・３・４ ２

天文学 １・２・３・４ ２

データサイエンス数学基礎 １・２・３・４ ２

教養デジタルテクノロジ １・２・３・４ ２

AIの実践と社会への展開 １・２・３・４ 1

キャリアデザイン １・２・３・４ ２

ボランティア論 １・２・３・４ ２

アート＆デザイン １・２・３・４ ２

神奈川大学の歴史 １・２・３・４ ２

手話入門 １・２・３・４ ２

体験型研修（人間形成の分野） １・２・３・４ ２

健康科学とスポーツⅠ １・２・３・４ 1

健康科学とスポーツⅡ １・２・３・４ 1

生涯スポーツ １・２・３・４ 1

メンタルヘルス １・２・３・４ ２

体験型研修（スポーツ） １・２・３・４ ２

社会生活と健康 １・２・３・４ ２

社会と人間 １・２・３・４ ２

科学技術と社会 １・２・３・４ ２

世界の中の日本 １・２・３・４ ２

公共の新しいかたちをもとめて １・２・３・４ ２

観光とコミュニティ １・２・３・４ ２

社会生活とスポーツ １・２・３・４ ２

環境と社会 １・２・３・４ ２

科学の世界 １・２・３・４ ２

建築と都市 １・２・３・４ ２

テーマ演習 １・２・３・４ ２

◇印は外国人留学生（外国高等学校在学経験者[帰国生徒等]を含む。）を対象とした科目を示す

各学科の規定による

各学科の規定による

各学科の規定による

各学科の規定による

各学科の規定による

(1)　法学部・経済学部・経営学部・外国語学部・国際日本学部・人間科学部・理学部・工学部・建築学部・化学生命学部・情報学部　共通教養科目

別表第1（第7条関係）教育課程及び履修方法

卒業要件単位数

各学科の規定による

分
野
横
断
テ
ー

マ
科
目

現代社会と市民

授 業 科 目 の 名 称  授業を行う年次
単位数又は時間数

共
通
教
養
科
目

人文の分野

社会の分野

教養基礎演習

共
通
基
盤
科
目

人間形成の分野

自然の分野
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取組概要

神奈川⼤学⼤学等名

共通教養データサイエンスプログラム 応⽤基礎レベル教育プログラム名

応⽤基礎レベル（⼤学等単位）申請レベル

令和 7 年度申請年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請⽤

データサイエンス推進協議
会は、学⻑直下の協議会組織
として、データサイエンスプ
ログラムの授業担当者や窓⼝
となる教員等で構成し、主に
プログラムの設計・維持・運
⽤・管理を⾏い、データサイ
エンスの教育研究を推進する。

〇プログラム制度設計

〇プログラム認可申請

〇プログラムの点検・評価
・授業内容
・授業⽅法
・理解度
・教育効果/学修成果
・シラバス
・履修者/修了者
・運営体制
・推奨

〇教材開発

〇研究プロジェクトの企画・
実践

〇研究会及び講演会等の開催

〇公表

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
推
進
協
議
会

共通教養教育センターは、全学の共通教養教育を円滑に運営し、各学部の連携及び
協⼒を図るとともに、教育の質の保証及び向上に取り組む。

共
通
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

⾝に付けられる能⼒

データの収集処理並びに加⼯処理（データの⽋損
値処理、⼆次特徴量によるデータ拡充などのデータ
前処理）、適切な機械学習アルゴリズムの選択と実
⾏、領域専⾨家による学習結果の評価というプロセ
スから成る、学習AI・データサイエンスのスパイラ
ルモデル、及び推論AIを事務処理⽀援と観光地⽴ち
寄り推薦に応⽤でき、さらに、⽣成AIに関する原理、
応⽤例とリスク対応に応⽤できる基礎⼒を⾝に付け
る。

プログラムの修了要件

プログラム授業科⽬の「教養データサイエンス」
「教養デジタルテクノロジ」「AIの実践と社会への
展開」及び「データサイエンス数学基礎」の計４科
⽬７単位を修得

プログラムの授業科⽬

〇「教養データサイエンス」２単位
これからの時代を⽣きる⼈間に必須の

知識である数理・データサイエンス・AIに
ついて基本的な仕組みを理解するだけでな
く、ビッグデータをどう活⽤すれば⼈々の
役に⽴ち社会を変⾰していけるか、基礎と
なる考え⽅を学ぶ。

〇「教養デジタルテクノロジ」２単位
現代社会の全てを⽀えるデジタル技術に

ついて、特にコンピュータとプログラムを
中⼼にその基本的な仕組みを理解し、数
理・データサイエンス・AIを実際問題に応
⽤する際の基礎となる考え⽅を学ぶ。

〇「AIの実践と社会への展開」１単位
「AIの実践と社会への展開」の観点から

の具体的な事例をもとに、AIシステムで利
⽤するデータの点検、データに内在する問
題点の分析、AIシステムの利⽤効果と課題
について学ぶ。また、⽣成AIの原理と仕組
み、⽣成AIの利⽤⽅法とリスク対策につい
ても学ぶ。

〇「データサイエンス数学基礎」２単位
データサイエンスのための数学基礎とし

て、微分積分と線形代数の概要と統計学に
ついて学ぶ。特に統計学では、基礎概念か
ら始めて、データ処理、推定、検定につい
て、具体的な問題を題材にして実際的⽅法
を学ぶ。

プログラムの⽬的

本プログラムでは、「数理・データサイエンス・
AI」に関する知識・技能・問題解決⼒の醸成を⽬標
として、社会における実問題の分析やシステム構築
を担うことが可能となる⼈材を育成する。具体的に
は、公開データや実データを交えながら、AI・デー
タサイエンス・ロボット技術の適⽤可能性と課題に
ついて学修する。

連携
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